夜の 小湊は 波打ぎ わの 万華鏡の なかに、 女 博物館が 

開花して いた。 その 夜 は 湾内に 快速 巡洋艦 アメリカ 号 

が 投錨した 夜な ので、 女達の 首に はたく ましい ヤン 

キ ー の 水兵の 腕が からんで いた。 山 下 界隈の 怪しい 酒 

場で 酔 泥れ た 一 列の 黒奴の 火夫 達が、 最新 流行歌 をう 

た つ て 和服の 蠱惑の 街に 傾いた。 

その 前日から、 小湊の チョップ. ハウスの 断髪 女 を 

中心に した 三つの 殺人事件が 本牧 横町の 街 を 騒がして 

いた。 数日 前 rM at s U • ホテル」 の ダンス • ホ— 

ル でもと 吉 原の 遊女で あつ た 中年の 女将が 殺害され た 

事件。 その 翌日、 朝鮮の 青年が 「天界 ホテル」 の 寝室 



にいた 白痴の マリ を 殺害しょう とした 未遂 事件。 「ァ 

オイ. ホテル」 のお 六の 亭主が 東京 郊外で 令嬢 殺しの 

こういん しょうか がい 

疑いで 拘引され、 娼家 街の マリアと してお 六の コケッ 

トな 写真が 新聞の 三面 を賑 した 事件。 

それ にもかかわらず、 M a t s U • ホテルの 青い 建 

まんかんしょく わいざつ 

物で は 満艦飾 の グロテスクな 女が 意気で 猥雑な ブ 

ラック. ボ トン を 踊り、 天界 ホテルで は 白痴の マリが、 

薔薇の 花の 模様の ついた 着物の 裾 を 危機 一 髪のと ころ 

まで まくって、 米国 水兵の まえで チヤ ルス トン をジャ 

ズに 合せて 踊って いた。 部屋の 片隅に はァ オイ. ホテ 

ナンキン 

ル から 小湊へ 事件 後 返り咲い たお 六が、 南京 刈の 男の 



ウィンク に応じて 立 上る とシ ョ ） ^ォ オダ ァの ために 

別室に 消えた。 

そのころ 横浜巿 は、 あの 上層の 位階に ある 人の 来巿 

を 待った めに 多額の 復興 資金が 庁よ リ 付与され、 ル 

ネッ サン ス 式の 建築の 黄金 塔の そびえる 庁舎 を 中心 に 

して、 外観の 美 を 競うよう に グランド • ホテル は 白い 

影 を 水に 映し、 鉄筋に かこまれた 廻送 問屋が 古代の 面 

影 を 失い、 万国 橋より 放射され る 街路に は エトランゼ 

に 投げられる 魅惑 的な 和風の 舌が 色彩 を あたえ、 建設 

を 急ぐ 生糸 市場の 肋骨の 下に は巿を 代表す る 実業家が 



黒眼鏡に 面 を 俯せて いた。 しかし & 屋の巿 街に も かか 

わ らず 内容 の 空虚 は 殆んど 収拾す る ことので きない 

傷 手を巿 民に あたえて いた。 

数日 前、 私 は 弁天 町の 金銀 細工の 街 を マリと あるい 

ていた。 マリ は賛沢 品の 商品 窓 を 感ずる と 突然 競馬馬 

のように 龃 けだす のであった。 ソゥ ペイ. シルク 店で 

おどりぎ 

は アル • ヘン ティナの 踊 着の ような イヴ ニン グを買 約 

すると、 マリが 私に 言った。 

「おい 此 ドレスな あ。 黄に 買わして 喜ばして や るん 

だ ご 

「マリ、 黄 はお 前と 夫婦に なりたい と 云った ぞご 



「毎夜 おれが 酔って、 いびき かいてる うちにな あ、 

彼奴 そんな 真似 をして いるんだ よご 

「よせ、 冗談 は。 黄 は 子供の 頃 京 城で 結婚した 女と 別 

れて 晴れて お前と 夫婦に なりたい と 真剣だった ぞご 

「よし。 こん 夜 は 彼奴の 向う ずね を 蹴って やる ご と 

マリ は 馬の ような 口 を ひらいた。 

ミミ 母 娘 美容院で は、 パ— マネン ト • ゥェ ー ブの電 

流が 蜘蛛の 手の ように 空中に ひらいて 小柄な スイス 公 

使 夫人の 黒い 髪に 巻き ついていた。 私達 は 再び 丸 善 薬 

品 本店まで 引返して 怪しげな 英語の 名前 を 云って 買物 

をす ると、 本 町の ニュ ー グランド. ホテルの 方へ ある 



私の 横顔 をた たいて 一 目 散に 公園 横町から 支那 街 さし 

て龃 けだした。 山 下町の 支那 語 韻の 街まで 彼女 を 追跡 

すると 支那 劇場の 喧噪な 音楽の 前で マリ は 東洋 族 を 驚 

かすよう な 音を立てて 倒れる と、 地上 を 寝床に して 唇 

から 泡 を 吹きながら タヌキ 寝 人 を 始めた。 支那の フ 

オック ス • トロットが 劇場の 地下室の 踊 場から 聞え て 

きた。 此 界隈 はもと 孫 逸 仙が 亡命 中の 隠れ場所 であつ 

た。 

私が 息 をき らして マリに X X りになる と、 彼女の 額 

に 接吻して 言った。 

「マリ。 お前 乱暴して はよ くない ぞご 



人の 中学生の 腕 をから ませて 踊って いた。 もと 神 戸の 

元 町の ボン トン • バ —にいた、 肥 太った 女が ひどく 酔つ 

て 悪臭 を 放って いた。 ロシア 人の 老人 夫婦が、 ロシ 

ァ • クラシック . オペ ラの 一 節 を 弾 じ はじめた。 

ウォッカの 酔いが まわる と、 マリが ァレキ サン ドラ 

の 娘 を とらえて 饒舌り だした。 

「おい、 ナタリ ー、 おまえ おれの 女房に なって くれ ご 

わたし 

「マリ、 すると あんた が 妾の ダン ナ さんね ご 

「うん、 そうだ ご 

めやに 

すると、 ナタリ— が 眼 脂 を ふいて こたえた。 

「わたし、 いやです ご 



姿が 小さな 尾 を 海辺に ひい ていた。 再び 陽光が 火薬の 

ように 部屋に 這 入って きた。 私 は 相 かわらず 鼾 を かい 

て 寝て いる マリが、 時々 うるさ そうに 鼾 を かくの をみ 

た。 すると そこに 微かに 弾丸の 傷痕が 見られた。 

了き いこし ねリ おしろ、 

私 は 三面鏡の 抽斗から、 煉 白粉 を とりだす と マリの 

鼻 を 厚化粧して しま つ た。 

お 六が 南京 刈の 男と 再び サル— ン にで てきた。 私 は 

彼女の 濃厚な 紫色の 白粉の 下に 疲労した 美し さ を 感じ 

わき 

た。 紫色の 影 をつ くる 腋の 下に 魅力 を 感じて 立 あがる 

と、 藍色の アブサン 酒 を 彼女の グラスに 注いだ。 

i 奴の 火夫 達の 一 団がぞ ろ/ \這 入って きた。 ジャ 



ズ • バンドが 開演され た。 マリと 一 人の 怪 偉な ニグ 口 

が シミ— • ダンス を X X X を かちあわして 踊り だした 

マリが 時々 奇妙な かけ 声 を 発する と、 それに 合して 二 

グロの 男 は 白色 婦人が X X で 好む 一 種の 奇妙な 声 を だ 

した。 床 をが たく 踏み鳴らしながら、 マリが 私に ち 

かづいて くると、 

「おい、 おれ はお まえが や あにな つた ご 

「マリ、 あばよ ご 私が さけんだ。 

すると マリ はくす/ \ わらいながら 黒い 男と 部屋 を 

でて 行った。 私 は 多彩な 女の 断面図に ベ— ルを かける 

ように 煙草の けむり を ふかした。 しかし いつのまにか 



私 は 女の X のなかに いた。 紫色の 衣服 をつ けたお 六が、 

私の 肩に 手 を 巻く とそつ ぼ を 向いて 煙草の 黄色い けむ 

り を 吐き だした。 

私 は 強烈な アブサン 酒 を あおる と、 彼女に 言った。 

「おい、 お 六ち やん。 亭主が 引 ばられ てからの 感想が 

聞きたい よご 

「そんな こと 云わん とおいて おくれよ ご 

「淋しい かいご 

「淋しくなくて かいご 

「信じて いるかい ご 

「犯罪に ついては 妾に は 分りません わ。 しかしい まに 



な つ て 妾 は あの 男 を 愛して いたよう な 悲壮な 気 もちが 

いたします わご 

「ふふん、 もっとも そんな 気 もちに なって 喜んでい る 

の もお たのしみ だね ご 

彼女の 紫色の 影が 私 を X すると 言った。 

「ねえ、 今夜、 妾に つきあわな いご 

私 は 明暗の 多い 女 を 肩ぐ る まに のせて、 お 六の 穴 倉 

のよう な 部屋に 彼女 を 運搬した。 

夜が 明ける と、 天界 ホテルの 海辺に 面した ダンス- 

ホ ー ルで、 マリ を 先頭に して 十三 人の 娼婦が 一列に 並 
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